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事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例     

① 具体例を理論と結びつける授業の展開 

（パワーポイントを活用） 

 

平成 16 年

4 月～現

在 

保育の実情や子どもたちの様子を入学当初の学生たちは理解で

き難い状態である。そのため、保育内容や意義を子どもたちや保

育の実際の姿（現場での具体例）に置き換えながらの授業展開を

試みている。そうすることで、学生の興味を引き出し、イメージ

アップを図ることも可能になる。パワーポイントや映像を活用

し、現場で展開される保育内容を、より身近な子どもや保育者の

姿として理解するアクティブラーニング的効果を挙げている。 

② ロールプレイを取り入れた授業の展開 平成 16 年

4 月～現

在 

子どもや母親との対応から生じる諸問題、それゆえに留意すべき

対応・言動などの基本を学習後、保育実習前と後に一定の場面を

設定してロールプレイを試みる。保育者と子ども、保育者と母親

などの役割を演ずることで、互いに相手の立場に立つことの難し

さや必要性を実感し、自らの感性や表現能力を高めようとする意

欲につながっている。 

③ 個別指導の重視 平成 16 年

4 月～現

在 

学生の個人差は学力の面だけでなく、精神面でも開きが大きい。

そのため、授業時間外に学生と話し合える場を出来る限り多く持

つよう心がけ、個々の状態を把握しながら学習への動機付けや意

欲につなげるよう心がけている。更に、実習前と後では自分自身

の考えの違いに気付くことを大切に育成している。 

２ 作成した教科書，教材     

① 実習日誌の書き方 平成 16 年

5 月平成

30 年 4 月

改定 

共著 萌文書林（全 216 頁） 

（全体概要） 

実習生のために「実習日誌とはどういうものか」「何をポイント

に絞って書くのか」「実習の深まりに応じて書く内容はどのよう

に変化するのか」等ということの実例を活用して具体的に解説し

た保育者のための専門書。 

（担当部分概要）1 章-3 章 pp57-140，6 章 p199，pp206-212 

実習日誌とは何かという基本論を解説し、更に実習日誌の実例を

通して、何をどのように書くのかを具体的に論じている。学び手

のニーズに沿う教材提供として「保育実習指導」や「乳児保育Ⅱ」

に活用出来ると自負している。担当部分【PART２】実習日誌の実

例検討とまとめ方 1 章～3 章 p57～140・6 章ｐ199・ｐ206～ｐ212 

（中田カヨ子・相馬和子編著）（共著者 遠藤良江 安斎智子 福

山多江子 菅野陽子）（関連授業課目 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

② ０歳児・１歳児・２歳児のための乳児

保育 

平成 16 年

5 月 

平成 24 年

4 月改訂 

共著 光生館（全 150 頁） 

（全体概要） 

 乳児保育内容の基本的な理解、乳児保育の総合的な理解、乳児

保育の実践的理解を図ることを目的とした保育者に向けての専

門書。（担当部分概要） 

担当部分：第３章「乳児保育」pp35-48 

保育が幼児のできる限り家庭に近い保育の中で、現実の生活と遊

離することなく、乳幼児自身の興味から出発すべきであり、養護

と教育の両面の重要性を解説した。 

（編著）巷野悟郎/植松紀子（共著者 佐々木聡子 大木師磋生 

岡本美智子 小野明美 太田百合子 井桁容子 梅田幸恵 ） 

（関連授業課目 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 



③「はじめてみよう幼児のことば遊び 012

歳児」 

 

平成 16 年

4 月 

平成 21 年

2 月改訂 

 単著 鈴木出版（全 110 頁） 

（全体概要） 

乳幼児が“ことば”を獲得し、日本語のしくみに気づくまでの

『遊び』と『理論』とを系統的に年齢別に論じている。保育所保

育指針解説書に沿って、０，１，２歳児の子どもにとっての言葉

は保育者の影響が大であることを解説し言葉かけを中心として

の保育者の援助と関わりの具体的な事例を中心に解説している。 

子どもの姿と保育者の援助を 1 枚の表にして時系列に開設して

いるため指導案にも活用できるよう論じた。 

（関連授業課目 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

④ 指導計画法 

 

平成 15 年

4 月 

平成 29 年

3 月改訂 
 

共著 北大路書房 （全 152頁） 

（全体概要） 

幼稚園教育要領・保育所保育指針の改訂、および児童福祉法の改

正を踏まえ、幼児の生活や遊びを大事にした保育における指導計

画の意義と役割を明らかにするとともに、指導計画作成の留意事

項等の解説を通して、よりよい保育実践に必要な指導計画のあり

方について論じた。「012 歳児の指導計画」では計画が乳幼児の

現実の生活と遊離することなく、乳幼児自身の興味から出発すべ

きであることや家庭と保育園との連携を重視した保育が展開さ

れる大切さを執筆。 

小田豊・神長美津子編著者 著者：寺田清美 第 10 章  

（担当部分概要）p130～ｐ148 担当部分 012 歳児の指導計画  

（共著者 友定啓子 高村慶子 小林紀子 植田明 戒紀久恵 

福田洋子 高梨珪子 高柳恭子 ） （関連授業課目 幼児理解

の理論及び方法 教職実践演習 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑤「保育内容・環境」 平成 18 年

4 月 

平成 30 年

3 月改訂 

 共著 同文書院（全 180 頁） 

（担当部分概要） 

第３章 子どもの発達と自然環境 

乳幼児は、自然環境とのかかわりを通して計りしれない多くのも

のを学ぶ。そこで、保育者は乳幼児がいかに自然環境にかかわる

か、その視点に立って保育を展開していくことが大切であること

を解説する。繰り返し自然環境にかかわるようにすることは、や

がて、愛着をもち、変化に気づくようになっていく。筆者が以前

保育士として勤務していた東京都内のある保育園３歳児クラス

の事例を挙げながら論じた （関連授業課目 幼児理解の理論及

び方法 ・教職実践演習 ・乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑥ 改訂 乳児保育の基本 

 

 

平成 19 年

11 月 

平成 31 年

6 月改訂 

共著 萌文書林（全 264 頁） 

（全体概要） 

「子どもの最善の利益」とは何か。それは、一言で表現すると、

「今を十分に生きること、そしてその過程のなかで望ましい未来

をつくり出す力を獲得すること」である。 

子どもとの生活の第一線で奮闘する保育者や、まさにこれからそ

の現場に身を投じようとする保育を学ぶ学生は、その「子どもの

最善の利益」とは何かを日々の具体的な生活のなかで考え、実践

し、子どもの生活や育ちに進んで責任をもとうとする人たちであ

る。乳児保育を志す人や現場の保育者と一緒に、乳児の保育を具

体的に考えていくことをねらいとして論じた。 

阿部和子編著者（共著者 山王堂恵偉子・小山朝子） 

（関連授業課目 乳児保育 1.Ⅱ） 

⑦ 保育所保育指針解説書 平成 20 年

3 月 

共著 厚生労働省 （フレーベル館） 

（全体概要） 

平成 20 年保育所保育指針は改定、大臣告示され２１年４月より

施行される。 

改定に当たり、第 1 章 総則、第 2 章 子どもの発達、第 3 章 保

育の内容、第 4 章 保育の計画及び評価、第 5 章 健康及び安全 

第 6 章 保護者に対する支援、第 7 章 職員の資質向上の各７章に

よる展開で児童福祉法の改定と合わせて解説している。特に６章

の保育所の社会的役割と子育て支援のあり方保護者対応などに

ついて言及した。（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法 教

職実践演習 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 



⑧ 社会福祉学習双書「児童家庭福祉論」 平成 21 年

3 月 

令和元年

2 月改訂 

共著 全国社会福祉協議会 （全 270頁） 

（全体概要） 

家族援助を学ぶ学生に向けて保育所保育指針の改定の意義や子

育て支援の重要性や 2008 年の児童福祉法の改正など最新の動向

を盛り込み、子どもと家庭の福祉について学ぶことができるよう

に論じた。養成課程の新カリキュラム「児童・家庭に対する支援

と児童・家庭福祉制度」および多様な職務内容を担うことが期待

される保育士養成課程の「児童福祉」に対応した入門的内容であ

る。（網野武博 山縣文治編著者）担当部分 第 6 章 児童家庭

福祉の援助の実際 第 4 節 保育所による児童家庭支援

pp202-206，第 7 節 地域子育て支援 pp217-220 保育所における

子ども家庭支援と地域子ども子育て支援のあり方について言及

した。（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法教職実践演習 

乳児保育Ⅰ 課題研究Ｂ） 

⑨ 保育実習まるごとガイド 

 

 

 

 

 

平成 19 年

2 月 

平成 24 年

4 月改訂 

監修 小学館 （全体概要） （全 112 頁） 

（全体概要） 

「新入生スタディガイド」的保育者専門書である。幼稚園や保育

所ではどんな生活をしているのか？更に、保育者はどのような仕

事をしているのか？・保育者になるためには、何を学び、準備が

必要なのか？保育の基本と学生生活の過ごし方を、わかりやすく

具体的に解説した。 

（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法・教職実践演習） 

⑩ 家庭生活園生活で役立つことば 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年

8 月 
共著 東洋館出版 日本国語教育学会 （全 347 頁） 

（全体概要） 

ものとのかかわりの実態を通して、環境やもの、保育者の役割を

検討。言葉を通して幼児理解を深めるための教師の基礎的な態度

を理解すること。乳幼児の育ちと言葉について第 2 章保育所保育

指針・幼稚園教育要領が目指すことばの教育について特に保育所

保育にみる言葉について各年齢をおって学生や保育者に理解し

やすいように発語から完成期言葉遊びにいたるまでを解説した。 

共著者：安見克夫、 

（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法・乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑪ 保育用語辞典 第 6 版 

 

 

 

平成 22 年 

4 月 
共著 ミネルヴァ書房 （全 422頁） 
保育全般にわたる内容を子どもを中心に項目別に紹介

している。担当部分として夜間保育・子育て支援・保

育指導・保護者支援などについて特に言及した。 
（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法教職実践演習 乳児

保育Ⅰ・Ⅱ） 

編者森上史朗 柏女霊峰 

（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法・乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑫ 家庭支援論 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 監修 共著 アイケイコーポレーション （ 全 141 頁） 

（全体概要） 

2011 年施行の保育士養成課程の改正に基づき家族援助  
から家庭支援の内容の充実を図った。保育士による家

庭支援、特に保育相談支援は、保育の専門性に基づく

固有の理念や方法を有する援助行為であるが、現在で

は保育士が行う家庭支援は大系化の途上にある。いま

だ保育領域における「家庭支援」や「保育相談支援」

が体系化の途上にあることを踏まえ、近接領域にある

ソーシャルワークの技術を援用し、解説した。  
（関連授業課目 教職実践演習 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑬ 赤ちゃんとふれあおう １ 

赤ちゃんの一日 

平成 24 年

12 月 

 

単著  汐文社（全 32 頁）  

（全体概要） 

乳児保育を学ぶ学生や新米の母親が、赤ちゃんの持つ生命力を感

じながら丁寧に接していくためのコツや方法など発達を踏まえ

ながら具体的に分かりやすく紹介した。誕生から 1 歳までの発達

の表や写真を交えて説明し、生活・遊びを中心に愛着関係を育む

ことの大切さや育児上の Q＆A等も掲載した。【全国の学校図書館

にも設置されている】（関連授業課目 乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

 



⑭ 赤ちゃんとふれあおう ２ 

赤ちゃんとのふれあい授業 

平成 25 年

３月 

 

単著  汐文社 （全 32 頁）  

（全体概要） 

赤ちゃんと小・中学生が出会い触れ合うための心構えや準備、環

境構成などを写真や図を掲載して、具体的にわかりやすく論じ

た。赤ちゃんを抱く時には、どのようなことに気をつけると良い

のか、 何をすると喜ぶのか、小学校の「赤ちゃんふれあい授業」

の場面を解説しながら、子どもたちが命の温かさを学ぶ様子を解

説した。赤ちゃんとのふれあい授業に関わる授業担当者、ファシ

リテーターの教本としても活用出来るように解説した。 （関連

授業課目 幼児理解の理論及び方法・課題研究 A.B ゼミ） 

⑮ 赤ちゃんとふれあおう ３ 

わたしたちが赤ちゃんだったとき 

 

平成 25 年 

3 月 

単著  汐文社（全 32 頁）  

（全体概要） 

命を育むことの重要性を自分自身のルーツをたどり、自分史を作成

することから伝えた一冊である。母子手帳や赤ちゃんが母親の母体

の中で変化する様子や地域連携の重要性などについて事例を挙げ

ながら解説した。具体的には、学生が、お腹の中にいたときの話を

保護者等に聞いてみよう。自分が赤ちゃんだったころのことを知

り、これまでの成長を振り返る方法等を紹介した。更に、赤ちゃ

んにやさしい町づくりとはどのようなことなのかについても論

じた。（関連授業課目 乳児保育・課題研究 A.B ゼミ） 

⑯ 赤ちゃんの気持ちがわかる本 平成 25 年

12 月 

単著 角川中経出版 （全 221 頁） 

（全体概要） 

乳児の動きやしぐさは驚きが沢山ある。モゾモゾした動き、音に

反応して目を閉じるなど、赤ちゃん特有の行動にはきちんと訳が

ある。本書ではそのような動やしぐさの解説とともに、育児の知

恵や工夫も紹介している。保育者を目指す学生や初めて子育てを

する新米の親にも理解しやすい内容に解説した。 

（関連授業課目 乳児保育Ⅱ 課題研究 A.B ゼミ ） 

⑰ 保育用語辞典 第７版 

 

平成 25 年 共著 ミネルヴァ書房 （全 464 頁） 

社会的養護に関わる新たな項目を加え保育全般にわた

る児童発達支援センター（医療型・福祉型）児童館ガイドライ

ン 社会的養護施設長資格 社会的養護第三者評価の義務化 

障害児通所支援 里親支援機関事業 里親委託優先の原則 社

会的養護 等新たな項目が加わり特に保育に関する部分を担当

言及した。 

編者森上史朗 柏女霊峰 

（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法・乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 

⑱ 幼保連携型認定こども園・保育要領解説 平成 27 年

2 月 

共著 内閣府・文部科学省・厚生労働省/による公式解説書 

（全体概要） 

公式解説書に社会保障審議会児童部会認定こども園保育専門委

員会委員として解説を担当。教育課程・教育及び保育の内容を策

定。認定こども園として特に配慮すべき事項.幼児理解の方法を

具体的に理解しやすく執筆。（公文書のため抽出不可） 

共著者：秋田喜代美、阿部宏行、網野武博、 岩田純、榎沢良彦、

岡上直子、柏女霊峰、神長美津子、河邉貴子、吉川由基子、小枝

達也、酒井治子、汐見稔幸、志民一成、 柴崎正行、杉原隆、民

秋言、寺田清美、野本茂夫、帆足英一、増田まゆみ、無藤隆、矢

藤誠慈郎（関連授業課目 乳児保育Ⅰ･幼児理解の理論及び方法） 

⑲ 保育用語辞典第 8 版 平成 27 年

4 月 

共著 ミネルヴァ書房（全 474 頁）  
（全体概要）「子ども・子育て関連３法」「施設型給付」

「地域型保育給付」「公定価格」「利用者支援事業」な

ど，子ども・子育て支援新制度に係る「保育」の部分

を中心に 2010 年の児童福祉法改正に伴う障害児支援

関連の項目（2012 年施行）や社会的養護に関わる新た

な項目を加え保育全般にわたる疑問にすぐに検索でき

授業の中で、法改正、制度の変更なについて理解が深

まるように論じた。編者森上史朗 柏女霊峰 

（関連授業課目 幼児理解の理論及び方法・乳児保育Ⅰ・Ⅱ） 



⑳ 乳児保育Ⅰ・Ⅱ 平成 27 年

12 月平成

31 年 3 月

改定 

 

監修 著者 中央法規（全 192 頁） 
（全体概要） 

保育士養成カリキュラムに準拠した内容であり、今後さまざまな

場での活躍が期待される乳児保育従事者に必要な知識と技術を

わかりやすく論じた。 

乳児保育の重要性と課題、0 歳~３歳未満児の保育の内容や方法

について、さらなる質の向上を目指す保育者のために専門的に論

じた。基本内容を確認しステップ 1~３までを各章ごとに提案し

乳児に対する基礎知識から探求する楽しさや重要性につても論

じた。監修共著 大方美香 寺田清美（pp:134～144・pp158～168） 

（関連授業課目乳児保育Ⅰ･Ⅱ 幼児理解の理論及び方法 ） 

㉑ 『アッというまに書けて☆伝わる 保育

者の伝える力』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 5 

月 

平成 31年 1

月改定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 メイト（全 111 頁） 
（全体概要） 

連絡帳などの記録の取り方は園によって異なっており、現場に入

ってから苦手に思う保育者も少なくない。そこで、保護者に伝え

たい内容を効率的に書くためのポイントを１冊にまとめた。連絡

帳やおたより、ブログなどの場面に応じて、保護者に受け入れら

れやすい書き方や写真の選び方などを示している。連絡帳に関し

ては、伝わる法則を挙げ、書き方のパターンを決めることで書き

やすくなると提起するほか、保護者に伝えるべきではないことや

ＮＧワードなどを紹介し解説した。 
（関連授業課目乳児保育Ⅰ･Ⅱ 幼児理解の理論及び方法  保

育者論） 
 

㉒ 家庭訪問保育の理論と実際居宅訪問型

保育基礎研修テキスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年

2 月 

 

 

 

 

 

 

 
 

中央法規 共著（全 267 頁） 

子ども・子育て支援新制度において、地域型保育給付の一環とし

て設けられた居宅訪 問型保育事業は、満３歳未満の乳幼児をそ

の居宅で、個別的、家庭的に保育するところ に特徴がある。乳

幼児の居宅において保育を行うという新しい保育制度や、個別的

に、家庭的に保育をすることの特徴、更には、保育士が居宅訪問

型保育に従事するための専門的な内容等について詳しく解説し

た。共著のため本人担当部分抽出不可能 共著 網野武博 寺田

清美 大方美香 （関連授業課目 乳児保育ⅠⅡ 在宅保育 ） 

 
㉓.保育所保育指針解説書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省 共著 フレーベル館 （全 472 頁） 

厚生労働省社会保障審議会児童部会保育専門委員会委員として

解説を担当。子どもの発達。特に乳児保育や表現内容を策定。子

どもと保育者等との関係の重要性や個々の子どもに応じた援助

や受容的・応答的な関わり、子どもの主体性の尊重と自己の育ち

および学びの芽生えについて論じた。保育者として特に配慮すべ

き事項.幼児理解の方法や教職実践者としての対応を具体的に理

解しやすく執筆。公式書籍のため担当部分抽出不可能 

共著者：秋田喜代美、安達 譲、阿部和子、 大方美香、岡村 宣、

木戸啓子、汐見稔幸、清水益治、鈴木みゆき、砂上史子、 堤ち

はる、橋本真紀、松井剛太、三代川紀子、村松幹子、山縣文治、

和田紀之 

（関連授業課目乳児保育 1.幼児理解の理論及び方法） 

 

㉔.幼保連携型認定こども園教育・保育要領解

説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年

3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府/文部科学省/厚生労働省共著 フレーベル館（全 496 頁） 

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』の公式解説書に保育

専門委員として解説。子育てを巡る課題の解決を目指す「子ど

も・子育て支援新. 制度」の一環として創設された幼保連携型認

定こども園の教育課程その.他の教育及び保育の内容を策定した

ものである。第 1 章. 総則. 第 1. 幼保連携型認定こども園にお

ける教育及び保育の基本及び目標.第 2. 教育及び保育の内容に

関する全体的な計画の作成. 第 3. 幼保連携型認定こども園と

して特に配慮すべき事項.等論じた。 

共著者：秋田喜代美 阿部 和子大日向雅美 岡村 宣 神長美津子 

汐見 稔幸 鈴木みゆき 砂上史子 田中雅道 橋本真紀 三代川紀

子 無藤 隆 山下 文一 横山真貴子 渡邊郁美 渡邉 英則 公式

書籍のため担当部分抽出不可能  

（関連授業課目 乳児保育 1.幼児理解の理論及び方法） 

 



㉕ 幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の

姿 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年

４月 

 

 

 

 

 

 

 

共著 東洋館出版（全 164 頁） 

新しい幼児教育のキーワードである「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」について、その背景から 10 の姿とはどのようなも

のかについて解説した。３歳児未満、３歳児、４歳児、５歳児、

小学校１年の合計 13 の事例を掲載し、具体的な子どもの成長の

様子などから、その姿が見えてくるように論じている。特にこれ

からの 1歳、2歳の保育の在り方について事例を挙げて解説した。

共著者： 無藤隆 寺田清美（pp14～18） 

（関連授業課目 乳児保育ⅠⅡ 保育実習総論 ） 

㉖子ども家庭支援論 

 

平成 30 年 

8 月 

編著：共著 アイ・ケー・コーポレーション（全 144 頁） 

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』のカウンセリングの

視点から、社会・人格的側面からの幼児理解の基本的視点を与え

るものとして愛着理論、自我心理学、社会的学習の理論を解説し、

特に治療的理論としてカウンセリング理論や保護者理解をめざ

した援助の実際について執筆。（pp:57～63, pp72～88,pp133～

136）編著者寺田清美・溝口元、田中浩二、小泉左江子、森静子、

丸山アヤ子、新開よしみ、   

（関連授業課目 子ども家庭支援論 乳児保育 1.Ⅱ ） 

 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価    特になし 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

 

平成 17 年

1 月 
熊本教育大学附属幼稚園研修講師 

平成 20 年

～ 
改定保育所保育指針解説全国５地域各ブロック研修講師 

平成 21 年

～現在 

平成 20 年

～現在 

平成 26 年 

6 月 

7 月 

 

9 月 

 

 

平成 27 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 

 

 

 

 

平成 29 年 

 

 

平成 30 年 

 

初任所長研修講師 （主催 厚生労働省） 

初任所長研修講師 （主催日本保育協会 後援 厚生労働省） 

 

特別区職員新人・および園長研修講師 

 

 

日本保育協会保育を高める全国大会講師（山形）保護者支援 

北信越地区保育大会講師 
「幼保連携認定こども園教育・保育要領」 

佐賀県幼稚園協会研修講師 

保護者支援・幼保連携認定こども園教育・保育要領 
長崎県佐世保市幼児教育センター「命の授業」講師 

埼玉県幼稚園長協会研修講師 

愛知県名古屋市保育研修会講師 
環境福祉学会「子どもと環境」パネリスト 

愛媛県主宰保育研修会講師 
内閣府中野区主催「みんなで子育てしやすい街について考えよ

う」勉強会企画担当、子育て支援ハートフルママ本学学生 18 名

も参加、シンポジウムコーディネーター 

江戸川区公私立保育所新人研修「記録の書き方・新人としての心

構え」（江戸川区文化センター） 

東京都社会福祉協議会主催公私立保育園保育者研修大会講師 
（オリンピック青少年センター）分科会「2 歳児の保育」 

ヤクルト 80 周年記念講演講師 （ヤクルトホール） 
横浜女子短期大学研修センター講師 
保幼小連携と保育課程 園長研修 保護者支援 

渋谷区原宿外苑中学 3 年生 90 名と赤ちゃんとのふれあい授業主

宰 
長崎県保育協議会研修講師（保育計画・記録・評価） 
千葉市公私立主任保育士研修 主任保育士の役割 
特別区職員新人・および園長研修講師 

渋谷区原宿外苑中学 3 年生 100 名と赤ちゃんと母親 20 組のふれ

あい授業講師 
環境福祉学会年次大会実行委員長 
横浜女子短期大学研修センター講師 
川崎市幼稚園協会研修会講師 

初任所長研修講師（厚労省）東京・大阪 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

 

 

 

 

 

令和 2 年 

 

 

令和 3 年 

保育を高める全国大会研修会講師 栃木 

保育総合研修会講師（東京・神戸・有馬） 

保育研修会講師 記録の仕方・伝える力 （札幌 沖縄 博多） 

 

特別区職員新人・および園長研修講師 

キャリアアップ研修講師 

埼玉県全域（富山県 6月 11 月）・10 月秋田県・横浜女子短期大

学研修センター11 月・12 月）平成 30 年１月川崎市・神奈川県・

福島県・２月秋田県横手市・北海道・７月富山県・葛飾区・埼玉

県・8 月福島県・大阪市・9 月倉敷市・北九州市・神奈川県） 

横浜女子短期大学神奈川県研修センター講師 
川崎市研修会講師 

渋谷区原宿外苑中学 3 年生 90 名と赤ちゃんと母親 20 組のふれ

あい授業講師 
特別区職員新人・および園長研修講師 

横浜女子短期大学神奈川県研修センター講師 
川崎市研修会講師 

保育を高める全国大会研修会講師 奄美大島 

渋谷区原宿外苑中学 3 年生 88 名と赤ちゃんと母親 18 組のふれ

あい授業講師 
キャリアアップ研修講師 

埼玉県全域・富山県 6 月 11 月 

保育所保育指針改定研修（福岡・神戸・東京） 

キャリアアップ研修講師 

埼玉県・富山県・大田区・神奈川県 

研修講師・北区・岐阜県・渋谷区 

キャリアアップ研修講師 

埼玉県・富山県・神奈川県 

研修講師・北区・私立子ども園・保育園等 

キャリアアップ研修講師 

富山県・神奈川県・青梅市・東京民間保育連盟 

保育所自己評価研修講師 埼玉県 

三鷹市保育研究会委員 

５ その他     

① 永年勤続者会長賞 

 

② 厚生労働省第社会保障審議会福祉文化

財推薦 

 

③  子ども環境学会活動奨励賞 

 

 

④ 全国保育士養成協議会会長賞 

平成 10 年 

 

平成 17 年

8 月 

 

平成 19 年

4 月 

 

平成 25 年 

 

全国社会福祉協議会より永年（20 年）にわたり福祉業務に尽力

し貢献した旨の表彰状を受賞 

著書「「あかちゃんが教室にきたよ」が」厚生労働省第 16 回社会

保障審議会福祉文化財推薦を受ける 

 

「あかちゃんとの触れあい（授業）の重要性」高校生と大学生の

視点における子育て（乳児）バリアフリーの活動に-貢献した旨

を受賞 

長年の保育士養成への関わりが認められ全国保育士養成協議会

会長賞を受賞。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

幼稚園教諭二級免許状の資格取得保育士資格取

得 
日本心理学会 認定心理士資格取得 

社会福祉士国家資格取得    

大学院文化科学部文化科学科専攻博士課程前期

修了、修士取得 

昭和 53 年 3 月 

昭和 53 年 3 月 
平成 13 年 8 月 

平成 19 年 3 月 

平成 21 年 3 月 

（昭 53 幼二普 第４８６１号） 
 

 

（国家資格合格登録番号 86586） 

 

（第 2167 号） 

   
２ 特許等   

特記事項なし   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 
平成 17 年 4 月~平

成 18 年 3 月 

平成 17 年 9 月 

～平成 18年 3月 

平成 21 年 4 月~平

成 23 年 3 月 

平成 23 年 11 月~

北区就学前教員審議会委員副会長 

 

厚生労働省保育所保育指針改定ワーキング

委員 
品川区保幼小連携推進に関する検討会副委

員長  

港区指定管理事業選定委員会委員長 



平成 24 年 3 月 

平成 24 年 12 月~

現在 

平成 24 年 5 月~現

在 

平成 25 年 5 月~平

成 27 年 6 月 

 

平成 25 年~平成 27

年 

平成 26 年～平成

27 年 3 月 

 

平成 26 年 1 月~現

在 

 

平成 27 年~現在 

 

平成 27 年 5 月~平

成~現在 

 

平成 27 年 10 月~

現在 

平成 27年 11月~12

月 

平成 28 年６月~ 

12 月 

 

平成 28 年６月８日 

平成 28 年 9 月~平

成 29 年 3 月 

 

平成 29 年 3 月~ 

 

保育士養成協議会委員 

 

三鷹市社会福祉事業団運営委員会委員長 

港区乳児子育てアドバイザー 

厚生労働省社会保障審議会委員 

幼保連携認定子ども園合同専門委員 

 
中野区こども子育て会議副委員長 

 
中野区基本構想会議委員 

 

富山県子育て支援・少子化対策県民会議基本

計画策定部会委員 

 

 

厚生労働省評価員・提案書技術審査委員 

 

厚生労働省社会保障審議会委員保育専門員 

（改定保育所保育士指針委員） 

 

中野区こども子育て会議委員長 

 

保育士等確保対策検討会構成員【厚労省】 

 

幼保連携認定こども園教育・保育要領改定に

関する検討会委員（内閣府） 

 

子ども・子育て支援推進調査研究事業企画評

価委員会委員 

 
待機児童数調査に関する検討会委員  
（厚労省） 
東京都子育て支援員研修事業委員会委員 

 
４ その他 

 

平成 14 年 6 月 

 

平成 17 年 4 月 

（19 年 3 月まで） 

同上 

平成 17 年 4 月 

（19 年 3 月まで） 

 

平成 18 年 4 月 

平成 19 年～平成

27 年 

平成 19 年～現在 
平成 20 年～23 年 

 

平成 21 年～23 年 

 

平成 21 年～現在 

平成 22 年～現在 

 

 

平成 22 年～24 年 

厚生労働省 「年少児童と赤ちゃんとのふれあい

事業」企画推進委員 

全国幼稚園教育研究協議会理事 

文部科学省「中・高生の育児体験」支援事業企

画推進委員 

文部科学省「2 歳児特区調査研究委員」独立

行政医療福祉法人「あかちゃんとのふれあい体

験」支援事業企画推進委員 

日本経団連 地域振興政策委員 

板橋区子育て支援 3 級養成講座委員 
 
品川区新人保育士公開保育指導委員 
保小連携実践事例調査研究委員長 

主任保育士の実態調査研究委員長 

保育所保育要録を中心とした保小連携推進

調査委員長 

初任所長研修講師（厚生労働省） 

港区・新宿区・豊島区・板橋区・大田区・日

本保育士協会・富山県・秋田県・大仙大曲市・

保育関係研修講師 

東京都地域子育て支援機関研修 



平成 22 年～現在 

平成 23 年 

編成 24 年～現在 

平成 22 年～現在 

 

 

 

平成 23年 11月~24

年 3 月 
 

平成 27 年 6 月~現
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在 

東京都社会福祉協議会保育大会講師 

板橋区子育て支援 2 級養成講座講師 
大田区公開保育指導者 

あかちゃんとの触れあい交流ファシリテー

ター養成講座主宰 

査読委員 こども環境学会・環境福祉学会 

 

港区指定管理事業選定委員会委員長 

 
 

厚生労働省各種選定委員 

 
富山県少子化対策特別委員 
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１ ３ 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

（著書）         

1．「保育者になる為に」 

保育の基本と学生生活の過ごし

方 

共著  平成 10 年 

4 月 

平成 23 年 

12 月改訂 

萌文書林 

 

（全体概要）（224 頁） 

保育者になる為の保育の基本と学生生活の

過ごし方について保育所保育指針や幼稚園

教育要領を提示しながら分かり易く言及し

た。  

担当部分 3 章 pp98~127 

中田カヨ子・岡本富郎・相馬和子編著者  

共著者 

加藤ひとみ・斉藤美代子・菅野陽子・池田

藤子 

2.「発達 99 号」 

 

単著 平成 16 年 

7 月 

ミネルヴァ書

房 

 

 

（全体概要） 

特集：良質な本の文化を育て、子どもと本

の出会いを支えることの意義とその取り組

みを多方面から伝えた。 

（分担概要） 

2000 年子ども読書年、以降大事なことは、

子どもと本とのかかわりをつぶさにみるま

なざしや、子どものために良質の絵本・本

の文化を作り出し、本の文化を育て次世代

に手渡していこうとする動きである。実際

に家庭、保育所、地域で子どもと本との出

会いを支え「子どもと本」のあり方を考え

ていくことをねらいとして、乳幼児の心を

育む絵本と保育者との関わりを保育園 2 歳

児の事例を挙げながら解説した。pp18～22 

 



3.ようこそ！絵本の世界へとっ

ておきの１冊とめぐりあうた

めに－年齢別のお薦めの絵本 

単著 平成 17 年 

10 月 

学橙社別冊 （全体概要） 

絵本を推薦するための原則は、子どもの発

達を踏まえたものでなくてはならない。そ

こで、子どもの認知発達や言語発達、感情

や社会性の発達を踏まえながら年齢別に解

説。担当部分 pp80-100 子供の成長に沿っ

た絵本の選び方 誕生前〜誕生後 10 ヶ月未

満/誕生後 10ヶ月〜/1歳代/2歳代/3歳代/4

歳代/5 歳代/を担当解説した。絵本はことば

や文字を教えるものではなく、親子で手を

とりあい絵本の世界を共有するものであ

る。絵本のことばはリズミカルで、「声に出

して読みたくなるような」美しい響きが体

感できるものであることの重要性などを論

じた。 

4.いのちの絵本 「あかちゃんが

教室にきたよ」 

（H18 年厚生労働省社会福祉審議

会推薦書） 

共著 平成 18 年 

2 月 

岩波書店 （全体概要）（全 32 頁） 

子どもたちは、あかちゃんの成長を目の

あたりにして、生きることのすばらしさを 

実感し、自分たちもこのように愛されて育

ってきたの だということに気づいていく。

この本は、小学校で「あかちゃんとのふれ

あい」の授業を 1 年間（8 回）継続した様子

を紹介した写真絵本である。保育者は地域

コーディネーターとして、小学生と赤ちゃ

ん親子そして、地域の協力者をさり気なく

つないで行く。赤ちゃんとふれあう体験を

通して、あかちゃんを丸ごと受け入れてい

く気持ちが参加者に育っていく。人と人と

のつながりが希薄だといわれる今日、この

授業を通じてみんなの心がつながっていく

ようすが、ほのぼのと伝わってくる。乳児

の 1 年間の発達も学べるよう解説した。 

共著 文 鈴木良東  写真 星川ひろ子 

5．「個人記録のとり方のコツ＆保

育のキーワード３０」 

 

単著 平成 18 年 

3 月 

小学館  

フレッシュ保育

者応援 Book 

 

（全体概要） 

日常の保育は、週案、日案、連絡帳を書くた

めの蓄積には日頃の観察記録が重要である

ことを解説した。個人記録のとり方の工夫

や、保育後に思い浮かびやすいメモの 

とり方・目立った動きがなく記録の取りにく

い子に対する心がけ・年齢別の発達の違いを

どのように意識するかなど、様々な角度より

検討を加えた若い保育者向けの参考となる

よう試みた。 

6．「あかちゃんはせんせい」 

 

単著 平成 18 年 

6 月 

全国社会福祉

協議会出版部 

月間福祉 

（全体概要） 

Ｈ17 年 6 月 厚生労働省報告では、虐待で

亡くなる子どもの４４％が 0歳児との事、0

歳児の発達や関わり方をあまりに知らずに

親になる人達が増えているのが現実。 ふ

れあい授業は自己肯定の意識を育み、自分

も子どもを育てて見たいという気持ちの高

まりに繋がることを解説した。また、赤ち

ゃんの母親が回を重ねる毎に育児の自信に

繋がり、この授業を通じて、生徒だけでな

く、参加者みんなの 心がつながっていきほ

のぼのとしてくる。地域をつなぎ、心をつ

なぐのはあかちゃんであり、多くの学びも

運んでくれる正に赤ちゃんは先生であるこ

とを論じた。 

7.環境福祉学の理論と実践 

 

共著 

 

平成 18 年 

9 月 

 

環 境 新 聞 社

pp245-251 

 

（全体概要）（全 253 頁） 

環境と福祉は人類にとって最も重要な課題

である。持続可能な環境福祉国家を構築す



るためには、環境福祉の融合を推し進め、

普及することが重要。本書は炭谷茂・前環

境省事務次官の編著によって環境福祉学を

理論的に体系的に述べ、その全体像を示し、

具体的な環境福祉実践の事例を紹介。 

（担当部分概要）第６章 環境福祉教育 

あかちゃんとのふれあい授業の中で「子育

てバリアフリー」の調査をしたことにより、

地域環境福祉に対して幾つかの改善すべき

点が見えてきたことや生徒が乳児の発達や

置かれている環境や福祉に興味関心を持ち

自主的な活動に繋がる課程を論じた。 

編者 炭谷茂（環境省前事務次官） 

共著筆 小池大哲・菅野伸和 山室成

樹・花沢義和・工藤定次・永井伸一 

8.保育園は子どもの宇宙だ！ 

トイレが変われば保育も変わ

る 

 

共著 

 

平成 19 年 

5 月 

 

北大路書房 （全体概要）（全 109 頁） 

トイレ＝きたない，くさい，こわい？従来

のイメージを払拭した，きれいな，おもろ

い，なごめるトイレができた。そのことに

より、子どもが変わり、保育者が変わる。

このような育ちを促す保育環境づくりのヒ

ントを現場保育士・保育専門家・設計者が

縦横に語り、大阪府・おおわだ保育園の公

開保育・シンポジウム・研究会の中で絵本

の読み聞かせ環境からの重要性を論じた。 

無藤 隆・汐見 稔幸監修 岡本 拡子編者 

9.父親準備性を育む活動の広が

り 

単著 平成 20 年 

10 月 

世界の児童と

母性 

p55－58 

（全体概要）（全 67 頁） 

父親を子育てに巻き込むさまざまな試みの事

例を紹介し、行政や企業などがシステムづくり

に取り組む必要性と、将来を支える子どもたち

には、ふれあい学習体験が必要であることを取

り上げ、国のレベルで省庁の枠を超えて継続的

な「赤ちゃんとのふれあい授業体験学習」への

理解と普及、そして父親が子育てしやすくなる

ための子育てバリアフリーの整備の必要性を

論じた。 

10.社会福祉用語辞典第 7 版 

 

 

共著 

 

平成 21 年 

4 月 

 

ミネルヴァ書

房 

（全体概要）（全 391 頁） 

児童福祉法等の最新の動向に対応した最新

情報を記載した。社会福祉の基礎知識をし

っかりと定義。はじめて福祉を学ぶ人の参

考書、福祉の現場の実践を支える資料とし

て、役立つよう言及。主に保育所関係を担

当した。（ 編者 山縣 文治, 柏女 霊峰） 

11.『事例でわかる！ 保育所保育

指針・幼稚園教育要領』 

共著 平成 21 年 

3 月 

第一法規出版 （全体概要）（全 320 頁） 

平成 20 年 3 月に告示され、平成 21 年 4 月

から実施された「保育所保育指針」「幼稚園

教育要領」の改定(訂)の背景やその内容、

ポイントを解説し、それらを具体的に理解

できるよう事例を掲載。特に、改定保育所

保育指針の解説を第２編の中で。４章の 

「保育の計画及び評価」の理解と実践につ

いて具体的事例をあげながら、分かりやす

く言及した。（編者 柏女霊峰・橋本真紀） 

12.『幼稚園・保育所の経営課題

とその解決』 新保育所保育指針

に基づく保育課程の編成と作り

方 

 

 

共著 平成 21 年 

4 月 

第一法規出版 （全体概要） 

改定保育所保育指針の解説を、４章の保育

課程の編成と作り方の理解と実践について

ポイントをあげながら、分かりやすく言及

した。特にＰＤＣＡサイクルについて記録

の取り方や評価の仕方等言及した。 

（編者 森上史郎） 

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E7%84%A1%E8%97%A4+%E9%9A%86
https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E5%B2%A1%E6%9C%AC+%E6%8B%A1%E5%AD%90


13 すぐに役立つ!保育の計画・

記録・評価― 保育課程から保育

所児童保育要録まで 

共著 平成 21 年 9

月 

フレーベル館 （全 80 頁）担当 
具体的事例を保育内容における計画・記録・

評価について 

普段の記録の生かし方（なぜ普段の記録が

大切なのか；役立つ記録を書く５つのポイ

ントなどについて論じた 

（監修 網野武博 共著者 田中浩二） 

14.社会福祉用語辞典第 8 版 共著 平成 22 年 4

月 

ミネルヴァ書

房 

（全体概要）（全 389 頁） 

児童福祉法等の最新の動向に対応した最新

情報を記載した。社会福祉の基礎知識をし

っかりと定義。はじめて福祉を学ぶ人の参

考書、福祉の現場の実践を支える資料とし

て、役立つよう言及。主に子育て支援や保

育所関係を担当した。（ 編者 山縣 文治, 

柏女 霊峰） 

15.赤ちゃんのしぐさと行動のヒ

ミツ事典 

単著 平成 26年 11

月 

ベネッセ 

ひよこくらぶ 

11 月号 

赤ちゃんのしぐさと行動の秘密について誕

生からおおよそ 2 歳までの月齢に応じてそ

の行動や心理状態について解説した。 

特に母親からの質問に対して Q&A 形式でも

回答した。 

16，0.1 歳からできるイヤイヤ期

を受け止めるヒント 

単著 平成 28 年 5

月 

マガジンハウ

ス HANAKO 

イヤイヤ等の表現を、自分への”反抗”と

して受けとめるのではなく、大切な我が子

の”主張”として受けとめることが最も重

要であること。さらに、”その子の思い、

願いを大切にして寄り添う心”をもつこと

が大変重要であることなど解説した 

 

17．社会福祉用語辞典第 9 版 共著 平成 25 年 4

月 

ミネルヴァ書

房 

（全体概要）（全 424 頁）  
2010 年の児童福祉法改正に伴う障害

児支援関連の項目（2012 年施行）や

社会的養護に関わる新たな項目を追

加。その他法改正、制度の変更にも対

応すべく言及。主に保育・子育て支援

関連を担当した。  
（ 編者 山縣 文治, 柏女 霊峰） 

（学術論文）         

1.乳幼児の言語養育の環境設定

についての考察 

―絵本を媒介として― 

単著 平成 12 年 

6 月 

月刊国語教育

研究 №336 

P70～71 

（全体概要） 

保育者が絵本という一環境要素をどのよう

に配慮するか、そのことにより、乳幼児の

声がやがて言葉に発展（成長）していく。1・

２歳児クラスでの園児と保育者の読み聞か

せ場面の事例を下に、保育者がどのように

関わるべきかを解説する。また、園児は絵

本を読んでもらうここちよさを感じ、味わ

うものかを考察する 

2. 乳幼児の心を育む絵本との関

わり 

単著 平成 12 年 

8 月 

日本読書学会

論文集  P173

～182 

（全体概要） 

絵本は、子どもが出会う最初の本である。

入門期ともいえる 2 歳児の時期に、子ども

達は絵本とどのような出会いをし、読んで

もらう心地良さをどのように感じるのか 

保育者の立場から探る。子どもが初めて 1

冊の絵本と出会うときの様子のや、より絵

本の楽しさを知り自らも絵本を主体的に選

択していく姿を考察し解説する。 

 



3. 蝶が橋渡しした子どもの呟き 単著 平成 14 年 

5 月 

月刊国語教育

研 究  № 360 

P64～65 

（全体概要） 

保育園で 1･2 歳児と 2 年間絵本の読み聞か

せを充分に受けた３歳児が蝶を大切に飼育

し、蝶との会話を楽しみ、個々が自分で感

じたことを自分の言葉で表現していく様子

や（子どもには見えても、大人には見えな

いものが沢山ある）事例を通し、子どもた

ちの心の語りを紹介する。また、この蝶の

生き様を語り合うことや子どもの呟きを保

育者が繋いでいく中に非常に大切な意味が

あることを解説する。 

4. 絵本読み場面で子どもは何を

学んでいるのかー保育園での

読み聞かせ場面における子ど

もの変化 

単著 平成 14 年 

7 月 

第４回  言語

科学会論文集 

P42 

（全体概要） 

小さい頃から絵本に親しんできた子ども

と、そうでない子どもでは、"落ち着き"が

違う、というようなことが一般的に言われ

ていたりする。しかし、絵本入門期である 1

～２歳の子どもへの絵本読み聞かせ場面を

分析してみると、まだ注意の切れやすいこ

の年齢の子どもが絵本とじっくり向き合え

るためには、おとなが、子どもがほかのこ

とに気を散らさず１つのものに注意を向け

られるような環境を整えること、また、子

どもの注意を絵本にひきつけてやるような

保育者の方略（働きかけ）をすることが重

要であることがわかる。このように、本報

告では、絵本を読み聞かせる実践の中で子

どもたちはどのように変化していくのか、

また、子どもを変化させるような読み聞か

せとはどのようなものかについて考察し

た。 

5. ことばの教育から道徳性のあ

り方を考える 

単著 平成 14 年 

11 月 

月刊国語教育

研 究  № 367 

P78～79 

（全体概要） 

子どもは全面受容を受けて初めて、快の感

情が生まれる。この心地良さの経験がなけ

れば、例えば生後８ヵ月前後に現れる拒否

の状態（人見知りの時期）を上手く乗り越

えていけない。ところが、この拒否行為を

子どもの自然な発達過程だと捉えられず

に、接している親の現状が少なくない。子

どもの道徳性の芽生えを育むには、アタッ

チメントが重要であり、保育者自身の言動

そのものが、子どもの学びに影響がある。

そして、子どもの心の変化に気付き、その

内面的状態や言葉（呟き）を他者に伝え、

上手くコーデｨネートし、子育てを支援して

いくことが大切である。そして、子どもの

表面的ではなく内面的な育ちを物語る「こ

とば」を大切にした保育が求められている

こと等を考察する。 

6．児童館における子育ち子育て

支援研究 

共著 平成 15 年 

2 月 

平成 14 年度厚

生労働省児童

環境づくり等

総合調査研究

事業報告書子

ども未来財団   

P59～73 

（全体概要） 

全国の児童館の仕事内容には大きなばらつ

きがある。7 割以上が育児不安を抱えている

在宅保育している親子にとり、児童館にお

ける子育て子育ち支援は、ニューズが高い

ものである。そこで全国の児童館職員にア

ンケート調査を依頼し、先行的活動をして

いる杉並区や北海道の実態も合わせて調査

する。そして、どのような児童館のあり方

が求められ、望ましいのかを提案していく。 

共同研究者  

伊志嶺美津子・櫃田紋子 吉田須美子 橋

爪邦子 高橋貴志  

 



7.年長児童と乳幼児の交流にお

ける相互発達と保護者および

地域における影響についての

調査研究   

 

共著 平成 16 年 

3 月 

平成 15 年度厚

生労働省児童

環境づくり等

総合調査研究

事業報告書子

ども未来財団 

（全体概要） 

平成 14 年度「年長児童が赤ちゃんとふれあ

う」活動をモデル事業として全国 5 箇所に

於いて実践した。平成 15 年度は、その事業

の効果を年少児（乳幼児）と年長児童の両

者の養護性（他者と養護的・発達理解を踏

まえてかかわれる力）の発達、また保護者

や地域社会へもたらした効果のアセスメン

トを行なった。さらにその効果を生み出す

為の実践的配慮に必要なことがらを探るた

め、具体的な調査を実施を行い、この研究

によって昨年度実施した事業の意義が確認

されるものと考えられ、はじめて実施する

事業のもつ意義は重要なものと言えること

を論じる。 

共同研究者 金田利子、研究員；伊志嶺美

津子・大村千恵・高橋真子・田島昌子・櫃

田紋子 

8.赤ちゃんと小中高生とのふれ

あい交流事業（授業）の重要性 

～スタッフとして現場からの

声～ 

 

単著 平成 17 年 

3 月 

東京成徳短期

大学紀要 38 号 

ｐ45～56 

（全体概要） 

厚生労働省は 2002 年度、赤ちゃんに対する

愛着の感情を育むことや中高生たちにとっ

て、この予備体験が、“育児不安”からもた

らされやすいといわれる虐待の予防につな

がること、などを目的として「赤ちゃんと

中高生とのふれあい事業」のモデル事業を

始めた。企画推進者の著者がスタッフの立

場から分析する。保育現場や地域活動の場

で、赤ちゃんと幼児、小、中、高校生との

ふれあい活動が、中高生たちに柔らかい変

化をもたらす様子からもこの事業の必要性

が高いことを考察する。 

9.高校生の視点から見る地域環

境における子育て（乳児）バリ

アフリーの改善点 

 

単著 平成 17 年 

9 月 

年次大会環境

福祉学会論文

集 

P20～21 

（全体概要） 

次世代育成支援の視点からも近未来親にな

る可能性のある高校生が赤ちゃんや親と共

に乳母車を押し地域の子育てバリアフリー

の実態調査を行った結果について解説す

る。乳児を持つ保護者はさまざまなバリア

を感じている。一方高校生は、関わって見

て、初めて気付くことが多い「赤ちゃんと

のふれあい授業」を再認識し地域環境の視

点から改善点を見つけていく課程を論じ

た。 

10.自然環境とのかかわりを通し

て育つ「心の学び」 

単著 平成 17 年 

12 月 

月間国語教育研

究 

404                      

p62-63 

 

（全体概要） 

保育園乳児クラスで 2 年間絵本の読み聞か

せを充分に受けた３歳児が蝶を大切に飼育

し、蝶との会話を楽しみ、個々が自分で感

じたことを自分の言葉で表現していく様子

を解説する。更に子どもには見えても、大

人には見えないものが沢山り、自然環境と

の関わりを通じて育成していく乳児保育期

の重要性について論じた。 

11.幼稚園における 2 歳児受け入

れに関する調査研究 

共著 

 

平成 18 年 

2 月 

 

文部科学省調

査研究  

（全国幼稚園

教育研究協議

会） 

（全体概要） 

平成 15年度から 3歳未満児の幼稚園入園事

業が特区認定を受け開始された。17 年 7 月

現在 31 園で実施されている。この現状を調

査し 2 歳児保育の現状から弊害はないか、

現状での課題などをまとめ、受け入れはど

うあるべきかを論じた。 

 



12.中・高生の楽しい育児体験 

 

共著 

 

平成 18 年 

3 月 

 

文部科学省委

託研究  全国

幼稚園教育研

究協議会 

（全体概要） 

全国４地域の幼稚園児と中・高校生との育

児体験を事例に基づいた事業結果の報告と

して解説した。子育て体験を実施する際の

考えや方法、実際の展開例、留意事項、参

加した中高生の感想や意見、アンケート調

査のまとめ等を網羅した。調査の結果、育

児体験する際に、幼稚園児だけでなく乳児

ともふれあい、乳児期の発達や保育につい

て学ぶことの優位性がみられた。今後、同

様の活動が、全国に広がっていくための手

がかりとなるよう試みた。 

13.あかちゃんとのふれ合い゛が

もたらす無限の可能性につい

て 

 

単著 

 

 

平成 19 年 

8 月 

 

月間国語教育

研究 

NO424 

p58-59 

  

（全体概要） 

あかちゃんとのふれあいが生み出す力とは

計り知れない夢と可能性があること。また、

あかちゃんと関わる周囲の人との相互の気

づきを弾きだすには、保育者のコーディネ

ーターとしての役割は大きいこと、さらに

具体的な支援が悩みを抱えた母親の自立に

つながったケースを事例として掲載しなが

ら保育者の、『何に気づき、何を伝えるのか』

の姿勢の重要性について論じた。 

14.パブリックトイレにおける子

育てバリアフリー ―学生に

よるアンケート調査より― 

 

共著 

 

平成 19 年 

11 月 

 

環境福祉学会

論文集 

 

（全体概要） 

「家族援助論」の受講生 236 人による現

地調査と担当者へのヒアリングによるアン

ケート調査を東京都、埼玉県、神奈川県地

域のパブリックトイレを236箇所調査した。

全体としては「オムツ交換台、ベッド」や

「ベビーチェア」は 6 割程度の施設が設置

しており、「フック、荷物台」は 9 割以上

の施設が設置していた。施設ごとの内訳で

は「飲食店以外の商業施設」の設置状況は 8

割以上と優れており、「公衆トイレ」など

は設置が遅れていることがわかった。「オ

ムツ交換台、ベッド」の設置場所の分析で

は、女性トイレや障害者用トイレの中に偏

っており、男性の利用についてはあまり考

慮されていないことが明らかになった。こ

れらの調査から学生の子育て支援へ意識の

向上や家族を援助していくことの大切さへ

の理解の高まりが考察されたことを論じ

た。 

共同研究者 村上ヤチヨ 

15.学生に対する地域子育て環境

に関する調査結果の分析 

 

単著 平成 20 年 

9 月 

 

保育士養成協

議会研究大会 

 

（全体概要） 

学生が子連れトイレ利用者に対する設備の

現状調査や施設の担当者に聴き取り調査を

行なうことによって、調査そのものが啓発

活動としての働きをなしたこと。さらに施

設管理者の関心を子育てバリアフリー化に

向けることができることに気付き、男子学

生が自らの経験から「身近な子育て応援団

マーク」をデザイン作成した。これらの内

容は学生が継続して調査をし、問題を自分

のものとしたことによる活動成果といえ

る。さらに、高校生の時に『あかちゃんと

のふれあい授業』を体験した学生は、大学

へ進学後も自ら「子育て支援団活動」（駅の

階段を上るベビーカーの親を助ける・電車

で席を譲る）を実施している率が多い。乳

幼児とその母親や父親と一緒に活動し、親

のニーズを探る。このような授業での活動



が子育て支援の理解を深め、将来保育士と

して、保護者に対する相談援助を行う際の

一助となり、さらに入所中の子どもの親・

保護者や家庭に限らず、地域の乳幼児を持

つ親への育児支援の専門性を深め、一人で

も多くの子育てサポーターとして成長する

ことに繋がるのではないかと考察した。 

16.乳幼児における咀嚼力・食品

認知力育成に関する実証的研究 

 

単著 

 

平成 20 年 

9 月 

 

乳幼児教育学

会論文集 

ｐ49－62 

 

（全体概要） 

子どもの摂食行動を肯定的に受けとめるこ

とが重要である時期に規制的な言動で関わ

ることは子どもの摂食観を歪め、養育者との

信頼を築くための障壁となる。 

ベテラン職員は、若手職員に経験知を具体

的に教示すること、マナーよりも楽しく食

べるための食環境整備が重要であること、

職員と保護者との意識の差異を埋めるため

には、所内の意思疎通を図り全職員間の理

解及び周知の工夫と、保護者と共に「食を

楽しく育む姿勢」の大切さ等を考慮するこ

との必要性を論じた。 

17．新しい幼稚園教育要領保育所

保育指針を踏まえた養成校の役

割 

 

共著 

 

平成 21 年 

3 月 

 

東京成徳短期

大学乳幼児教

育制度に関す

る研究グルー

プ 

（全体概要） 

保幼小連携の実態を調査し、連携推進に対応

できる保育者の養成の視点から今後のあり

方について言及した。 

共著 中田カヨ子、安見克夫、和田信行、

松本純子 

18．保小連携実践事例調査研究 

 

共著 

 

平成 21 年 

3 月 

 

福祉医療機構

助成事業研究 

 

（全体概要） 

保幼小連携の実態の中でも特に保育園と小

学校の連携は少ないそこで保育園と小学校

の実態を全国 8 箇所に焦点をあてて今後の

連携のあり方について言及した。 

共著和田信行 田中浩二 松嵜洋子他 8 名 

 

19「保小連携事例集」 

 

 

 

共著 平成 22 年 2

月 

日本保育協会 （全体概要） 

平成 21年 4 月~平成 12 月までの間、保育園

と小学校の連携の実践事例について調査

し、実例を全国から 6 事例挙げ、分析する

など、問題と課題の抽出し今後のあり方に

ついて論じた。 

共著和田信行 田中浩二 松嵜洋子他 8 名 

 

20．主任保育士の実態とあり方 共著 

 

平成 23 年 2

月 

日本保育士協

会 

（全体概要） 

保育所職員の処遇の向上と保育内容の質の

向上、そして、将来あるべき主任保育士像

の確立に資することを目的として、主任保

育士の実態に関する意識調査研究を実施し

今後のあり方について言及した・ 

共著 尾木まり 久野順子 廣田智子 小

野田晴世 中島好美  龍田三津子 池脇

きん子  

 

2１．保育所保育要録を中心とし

た保小連推進事例集 

共著 

 

平成 23 年 2

月 

日本保育協会 （全体概要） 

調査は全国1750か所の全市町村自治体保育

要録担当者を対象に平成22年９月~12月実

施。回答自治体968件のデータを元に保育要

録を保小連携において効果的に活用してい

る実践等について聞き取り調査実施。その

結果61か所から保幼小連携の困難さが表

出。その多くは連携したいと考えているが、

保幼小それぞれの勤務形態の違いや業務多

忙のため、双方の職員が話し合う機会がも

てない。温度差がある。さらに学級編成に

間に合うように3月上旬に受理したい小学



校側の希望など保育要録の内容に加えて、

実施状況や特色のある活用方法など効果的

な保育要録のあり方や課題、今後の改善の

方向性について言及した。 

共著和田信行 尾木まり 松嵜洋子 田中

浩二  櫛田薫 馬場耕一郎 福島義信  

22．保育所における保育相談支援

の実際 

 

単著 

 

平成 23 年７

月 

 

福祉心理学会

第 8 巻第 1 号

pp17－23 

 

「保育相談支援」とは 2012 年に新設

された目である。  

保育所における保育相談支援は、地域の

社会資源、子ども家庭福祉センターを始め

とする関係機関との連携・協力のもとに行

うことが重要であるが、特に臨床心理士や

関係機関との連携の課題の一つとなってい

る。保育の領域に社会福祉と心理学の

両方の視点を積極的に取り込む保育

相談支援の実際について、事例を挙げ

ながら呈示した。  

 

23．保育所保育要録と保小連に関

する調査研究 

共著 平成 24 年 2

月 

日本保育協会 （全体概要）前年度の調査の継続として今

回は、自治体ではなく、全国保育所 2284

か所を対象に平成 23 年８月～９月に実施

し、1193 件（回収率 52.3％）の回収を得

た。質問紙調査の内容は、保育要録の内容

構成や保育要録にかかる保育所および小学

校の意識、また、保育要録を保小連携にお

いて効果的に活用している実践等について

聞き取り調査した。その結果、保育要録の

小学校への送付方法は、50.3％が直接手渡

し、送付後の小学校との情報交換の有無は、

直接手渡しした方が有意であった。更に保

育所児童保育要録における実施状況や特色

のある活用方法など効果的な保育要録のあ

り方や課題、今後の改善の方向性について

言及した。共著 和田信行 田中浩二 溝

口元 松嵜洋子 櫛田薫 馬場耕一郎 福

島義信  

24 保小連携に関する調査研究報

告書 

共著 平成 25 年 

２月 

日本保育協会 （全体概要） 

平成21年から毎年継続研究してきた保小連

携の調査研究について、まとめた報告書で

ある。 

先進的自治体大曲・佐世保・加古川・足立

区などに聞き取り調査に出向き今後の連携

の在り方について論じた。 
共著者 和田信行 小島伸也 栗本広美   

馬場耕一郎 福島義信 藤野輝久 
小林公正 
 

（その他） 

1.「幼児に対する「しつけ言葉」

の研究(5)－保護者のアンケート

調査－」 

 

共著 平成 10 年 

5 月 

日本保育学会 

第 50 回大会論

文集 

p716－717  

 （全体概要） 

幼児に対する「しつけ言葉」を保護者のア

ンケートをもとに，しつけに対する親の意

識と子どもの年齢差の有無，子どもの発達

と親の意識との関連の検討を目的とした。

しつけに対しては，男女児ともに挨拶する

ことを重要視していることや騒ぐことに対

して，自宅では寛大だか公衆の場をでは禁

止傾向が高いことの検定結果が得られた。 

（共著； 安見克夫・村石昭三・関口準一） 



2.2 歳児の絵本の読み聞かせ場面

における保育者の思考と行動－

環境からの考察― 
 

共著 平成 12 年 

5 月 
 

日本保育学会 

第 53 回大会論

文集 

p304－305 

（全体概要） 

保育園での 2 歳児の絵本の読み書きかせ場

面研究を 14 年間継続研究分析した結果，2

歳児の読み聞かせ場面では，集中・非集中

がランダムに繰り返される。2歳児が絵本の

世界に，じっくり入り込めるための保育者

の読みきかせの配慮の視点について言及し

た。 

（共著；無藤隆） 

3.保育実践における子どもの発

達 

共著 平成 17 年 

3 月 

日本発達心理

学会 

p265 

（全体概要） 

乳幼児期の子どもの発達はあらゆる側面か

ら研究され知見が積み重ねられている。一

方、保育実践は乳幼児期の発達を守り育て

る専門的営為である。子どもの発達は具体

的な物的、人的環境のなかで行なわれるも

のであり、保育実践の現場では子どもの発

達を見通して環境を構成し、そのなかでさ

まざまな活動が保育者の援助のもと展開し

ている。しかし、保育の現場で乳幼児を対

象として研究データを収集した研究は枚挙

にいとまがないとしても、保育実践と関連

づけて子どもの発達を捕え、記述すること

はこれまで十分に行なわれてきていない。

このことは、子どもの発達にかかわる保育

実践の特質が十分に記述されてこなかった

ということでもある。そこで本研究では、

保育の現場の中で生じる発達や子どもの生

活経験の表現、と保育実践とのかかわりか

ら子どもの発達について論じた。 

共同研究者 無藤隆：砂上史子  

4.赤ちゃんとのふれあいが生み

出す力 

 

単著 

 

平成 19 年 

3 月 

 

こども未来財

団「こどもみら

い」３月号 

 

（全体概要） 

「あかちゃんとのふれあい授業」を通じて

小学生から中学高校生はもちろん、地域の

人たちの心がつながってきている。その様

子やふれあいによって生み出されている力

とこの授業の意義について解説した。 

 

5.おたより・連絡帳・懇談会 共著 平成 11 年 

 3 月 

小学館 

別冊幼児と保

育"99 3 月号 

（全 98 頁） 

（全体概要） 

園で必要とされる資料の書き方などをそれ

ぞれの行事に対応した事柄別に解説した。 

（担当部分概要）P4～P45 

近年は、バス通園や働く母親が増加してい

る故か、保育者が母親と直接会話する機会

が減り、プリントなどで必要事項を伝える

ことが一般的になってきている。 

父母とコミュニケーションをはかるための

園だより・クラスだよりの作成のポイント

を取り上げた。また、連絡帳の文例などを

通して園が家庭に伝えて行くべきもの、母

親が知りたいと望んでいることへの応えか

たなどを示した。また、懇談会や家庭訪問

の必要性と問題点などについても、様々な

角度より検討を加えた若い保育者向けの参

考となるよう試みた。（監修著者：岡﨑比佐

子）（共著者足立喜代子、勝 明、古川伸子） 



6.こどもの傍らにいる大人の協

働―実践者と研究者の協働 

共著 平成 17 年 

5 月 

日本保育学会

第 58 回大会 

大会準備委員

会企画シンポ

ジウム 1 

p92～93 

（指定討論者） 

（全体概要） 

それぞれ 3 人の専門の異なる立場の研修者

が乳幼児の育ちについて論じた。中国と日

本の保育の差異から日本の保育の特徴とし

て、依存と過干渉の姿が見えてきたか、と

いったアジアの育児学からの提言を。更に、

児童文学と保育の接点から「実践者と研究

者との協働。」とは、まずは、保育者の保育

のドキュメンテーションの記録化である。

次いで、保育者が研究者と関わることは、

自分の主観的な見方になりがちな保育を客

観的長期的視野に立てる。その中で実践者

は研究者から方向性を見出すきっかけをつ

かみ。研究者はフィールドからの発見を会

得する。端的にいえば、保育と保育学の基

礎学を見直し、場合によってはその内容を

拡大しなければいけない時代になっている

のではないかを論じた。企画者 汐見稔幸 

話題提供者榊原洋一 山本登志哉 村中李

衣 指定討論者 寺田清美 

7.赤ちゃんとのふれあい交流で

何が育つか― 

 

単著 平成 17 年 

5 月 

日本保育学会

第 58 回大会論

文集 

p434～435 

（全体概要） 

現代社会の現状として少子高齢化・核家族

化が進み、子どもが成長する過程の中で、

人の育ちを学ぶ機会が減少し、65％の生徒

があかちゃんと触れ合うことがない。そこ

で、1 年間小学 5 年生の同じクラスに 

同じ赤ちゃんと親が授業に参加していく中

での様子を主催者の立場から追跡研究する

と、参加後はすべての対象において（赤ち

ゃん・小学生・スタッフ・親）相互理解が

読み取れる。更に、小学生からは「赤ちゃ

んが可愛い」「お母さんは大変」などの意見

が聞かれ、共感性の高まりなどが見られた

ことを論じる。 

8.高校生と大学生の視点におけ

る子育て（乳児）バリアフリーの

実態  

単著 

 

平成 18 年 

3 月 

 

東京成徳短期

大学紀要 39 号

p13～24 

 

（全体概要） 

本研究は、東京成徳大付属高校生と短大寺

田ゼミ生が実際に赤ちゃんとその母親と共

に、その地域にある公共施設や駅、スーパ

ーマーケット・郵便局・銀行商店街等をベ

ビーカーを押しながら歩くことを通じて、

地域環境における子育てバリアフリーの実

態を明らかにする。更に、調査による高校

生と大学生の意識の違いなども探る。する

と高校生より短大生の方が寄り内容を深く

考察し自分なりに子育てバリアの改善点を

考案している姿が見られる。学生の実態調

査から意識変化などを論じる。更に、子ど

もを産み育てこの街で住み続けて安心とい

う思いが高まるためには、子育てバリア改

善も必要であることを論じた。 

9.「家族援助論」講義法の一試案 

－いのちの絵本「あかちゃんが教

室に来たよ」,学生 450 人の読後

記録の分析研究から－ 

 

単著 平成 19 年 

3 月 

東京成徳短期

大学紀要 40 号

p15～26 

 

 

（全体概要） 

従来の「家族援助」の講義方法で、家族を

援助することへの理解が学生にどのくらい

浸透しているのであろうか。家族援助論の

教授方法とは、家族のあり方について、具

体的に踏み込むようにしていかないと理解

しにくいのである。家族援助論の授業場面

や学生のアンケートの結果を交えながら

「家族援助論」講義法の一試案を論じた。 



10.「あかちゃんとのふれあい授

業」の必要性－命の絵本「あか

ちゃんが教室に来たよ」,学生

507 人の読後記録の分析研究か

ら－ 

 

共著 

 

平成 19 年 

5 月 

 

日本保育学会

第 60 回大会論

文集 

 

（全体概要） 

「あかちゃんとのふれあい授業」を題材に

した『いのちの絵本「赤ちゃんが教室にき

たよ」』を教材に用いた授業を取り上げ、こ

の絵本を読むことによる、生命や家族の大

切さについての理解や、実際に子育てに積

極的に関わりたいという意識の促進に焦点

を当てて、考察した。 

共同研究者 砂上史子 

11.中学生の保育体験を通した

『あかちゃんとのふれあい授

業』の考察 

 

単著 

 

平成 20 年 

5 月 

 

日本保育学会

第 6１回大会論

文集 

P795 

 

（全体概要） 

現在中学生の保育体験は各地で実施中だ

が、中学生の職保育体験を通した『あかち

ゃんとのふれあい授業』においては、体験

から生まれた感想や知識は、生きた学習と

なり、妊娠・出産・子育てについて関心を

示す生徒が増え、育児に協力的姿勢が芽生

える傾向にあることが考察された。さらに、

保育者にも事前学習が必要であり、園児の

発達状態や接し方などを生徒に、事前に伝

えることができないと、園児との関係をつ

くり難くなることなどを考察した。 

12.園環境を食と排泄から考える 

 

共著 

 

平成 20 年 

5 月 

日本保育学会

第 6１回大会論

文集 p124 

企画シンポジ

ウム（企画者） 

 

（全体概要） 

園環境を考えるとき、食事の環境や排泄の

環境は重要である。食と排泄は発達の大き

な柱となっており、それぞれの場面での養

育者と子どものやりとりは心身の健全育成

にとって重要なものである。乳幼児期に豊

かな食や排泄の体験を積み重ねることによ

って養育者との信頼関係の基礎をつくる。

本稿では５人の論者が保育園での食育と食

事環境、排泄教育（便育）とトイレ環境に

ついてそれぞれ話題提供をし、保育におけ

る食事や排泄がもつ重要な意味、それをサ

ポートする環境について論じた内容を考察

した。 

共著者鴨下重彦（国立国際医療センター名

誉総長）根ケ山光一（早稲田大学）村上ヤ

チヨ（早稲田大学人（間総合研究センター） 

馬場耕一郎（社福・友愛福祉会 おおわだ

保育園長） 

13.乳幼児期の養護内容について

―幼稚園保育所家庭の役割の

現状と課題－ 

 

共著 

 

平成 20 年 

5 月 

 

日本保育学会 

第 6１回大会論

文集 p３３１ 

（全体概要） 

乳幼児期の養護内容について、幼稚園や保

育所および家庭の役割の現状をそれぞれの

保育者と保護者にアンケートによる調査を

実施し、その問題をあげてみた。すると幼

稚園の保護者の方が保育所に比べ躾などは

家庭でやるべきだか現状はできていない。

一方保育所の保護者は、生活習慣の自立に

向けて、家庭ではなく保育所への依存傾向

が強いことが考察された。また子どもの年

齢により担当保育者の意識の差異も見られ

るため今後検討内容として考察された。 

共同研究者 松本純子 中田カヨコ 青木

靖 遠藤良江 



14.保育における食育の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 平成 20 年 

11 月 

環境福祉学会

年次大会論文

集 

 

（全体概要） 

「危機的な子どもをめぐる環境にいかに対

処すべきか」をテーマに、鴨下 重彦 （東

京大学名誉教授）小池 百合子（衆議院議

員 元環境大臣）炭谷 茂 （恩賜財団済

生会理事長、元環境事務次官）らと共に次

世代を育む環境福祉について語り、著者は

特に保育と食育との関連を環境福祉学的視

点から考察した。 

15．「幼保小連携の推進に対応で

きる保育者の養成」 

共著 平成 21 年 東京成徳短期

大学プロジェ

クト研究 

（全体概要） 

保育所・幼稚園と小学校の連携の実態をア

ンケート調査し保育者養成の在り方に

ついて提案事項を論じた。（調査対象

107 市町村教育委員会） 

16．マタニティマークの認知度お

よび意識の変化に関する研究 

─都内短期大学生の調査から─ 

共著 平成 23 年 3

月 
東京成徳短期

大学紀要論文 
第 44 号 

東京都内の短期大学保育科の学生を対象と

して、平成 18年と平成 21年の２回、マタ

ニティマークの認知度や意識に対する調査

を行い、第１に、短期大学保育科の学生 が

マタニティマークに対してどの程度の認知

度を有し、どのような意識を持っているの

かを 明らかにし、第２にマタニティマーク

が導入されてから４年間が経過した時点に

おいて、学生の認知度や意識に変化を比較

したところマタニティマークに対する認知

度や意識の向上があり、必要性や興味につ

いても導入直後の平成18年時点でも高い 

意識を有していたことが明らかになった 

17.「保幼小連携を接続期の重要

性の視点から提案する」 

企画者 平成 23 年 5

月 

日本保育学会 

第 64 回大会自

主シンポジウ

ム 

 

保幼小連携は、平成21年度より保育所から

小学校へ保育所児童保育要録（以後保育要

録と示す）が送付されることになり、幼児

教育関係者も小学校教育関係者も双方の接

続期や伝達のあり方について大きな関心を

持ち始めた。 

保育要録送付から見えてくることや「要録

送付から発展した保小連携の取り組み」な

どのついて論じた 

登壇者 丸山裕美子厚労省保育専門官 

馬場耕一郎 和田信行 松嵜洋子 尾木ま

り 田中浩二  

18．保幼小連携を接続期の重要性

の視点から提案するⅡ 

―保育所児童保育要録・カリキュ

ラム活用の実態― 
 

企画者 平成 24 年 

5 月 

 

日本保育学会 

第 65 回大会自

主シンポジウ

ム 

 

（全体概要） 

保幼小連携は、永年の課題でありましたが、

保育所から小学校への保育所児童保育要録

の 2 回目が送付され、連携への期待は高ま

りつつあります。効果的な保育要録のあり

方や課題、今後の改善の方向性を探るにあ

たり、全国的な実施状況や特色のある活用

方法などを収集し調査した結果をふまえ、

保育における保育所・幼稚園・小学校との

連携や保育要録・接続期カリキュラムがも

つ重要な意味、それをサポートする望まし

い環境への提言を論じた。 

登壇者 丸山裕美子厚労省保育専門官 

馬場耕一郎 和田信行 松嵜洋子 櫛田薫 

19．保育者の質の向上における公

開保育の役割 

 

単著 

 

平成 24 年 

5 月 

 

日本保育学会 

第 65 回大会論

文集ポスター

発表 

（全体概要） 

保育所保育における保育者の質の向上を鑑

みた際に、保育の計画と振り返りは重要な

項目である。そこで 4 年間継続に調査した

公開保育の場面から質の向上について言及

した。 

 



20. 大学大学生の「赤ちゃん

体験」についての調査と分析 
―「接触体験」と「観察体験」の有効

性― 
 

共著 平成 25 年 

2 月 
東京成徳短期

大学紀要論文

46 号 
 

（全体概要） 

保育者を目指す養成校学生と他学部（非保

育群）の学生とでは、「赤ちゃん体験」に有

意な差が見られた。さらに、養成校学生は

「赤ちゃん体験」を多く体験した割合が高

い。それには非保育群と比べて有意にきょ

うだいの数が多い生育環境と関係があっ

た。またそのことが保育者を志望する動機

にも影響を与えていることが明らかになっ

た。一方、非保育群には「赤ちゃん体験」

が少ない男子が多く、親準備性を養うため

には「赤ちゃん体験」が有効であること等

を論じた。 
共同研究者 小泉左江子 田中規子 

21.低年齢児の保育に関する調査

研究報告書 
 
 

 

 

 

 

 

共著 平成 25 年 

2 月 

日本保育協会 分担担当 
５．「低年齢児の保健、安全について」 

今後の低年齢児の保育においては、保育所

内での子どもの健康を守り、安全を確保す

ることだけに留まらず、家庭においても子

どもの健康や安全を確保する取り組みを、

保育所が主体的に行っていくことを論じ

た。 

22.「赤ちゃんとのふれあい交流

ファシリテーター養成講座」に

関する考察 

共著 平成 25 年 

5 月 

日本保育学会 

第 66 回大会論

文集 

（全体概要） 

平成 24年度から中学校学習指導要領の技

術・家庭科では、それまで選択履修であった

「幼児との触れ合い」活動が必修化された。

そこで、学校と赤ちゃんとその母親・学校等

をつなぎ、生徒との交流が円滑に進むようサ

ポートする「赤ちゃんとのふれあい交流のフ

ァシリテーターの養成」を主宰している立場

から今後の方向性について論じた。 
共同研究者 掛札逸美 山田麗子 
 

23．家庭での乳幼児の傷害予

防の取り組み～子育て安心カ

ードの開発と活用 
 

共著 平成 25 年 

5 月 

日本保育学会 

第 66 回大会論

文集 

（全体概要） 

「子どもの育ちと安全がわかる！子育て安

心カード」を通じた保育所保育士等による

家庭の安全注意喚起活動は、現場の保育士

等によって積極的に受け入れられているよ

うである。カードを活用した保護者支援の

在り方などについて論じた。 

共同研究者田中浩二 掛札逸美 今井豊彦 
24．赤ちゃんへの語りかけ 単著 

 

平成 25 年 港区わくわく

通信 

（全体概要） 

赤ちゃんのクーイングや変化を見つけなが

ら優しく語りかけることの重要さ、受け止

めることからの相乗効果について解説し

た。0 歳児に相応しい絵本なども紹介した。 

25.「ひとりぼっちで悩まないで」     

 

 

単著 

 

平成 26 年 港区わくわく

通信 

（全体概要） 

0 歳児の母親は、育児不安になる確率が高

い。ひとりぼっちで悩まずに、誰かに気持

ちを打ち明けて相談し気持ち切り替える方

法について具体例を提示しながら論じた。 

26．「どうやって 叱
しか

ればいい

の？」 

 

単著 

 

平成 27年 10

月 

港区わくわく

通信 

（全体概要） 

２歳児は、何事にも「イヤイヤ」と表現し

たり、ある時は「わたしがやる」と何でも

やりたがったり、一人ではまだまだ未熟な

ことが多い状態。そのため「テリブル TWO

（ツー）」（魔の２歳児）と表現されるほど

扱いにくい時期。この時期をどのように乗

り切るか秘策について論じた。 



30,保育所におけるトイレ環境の

調査 

 

共著 平成 28 年 常磐短期大学

紀要 

（全体概要） 

保育所のトイレ環境の現状がどのような状

態にあるのか、主に関東圏の保育所を対象

に網羅的に調査した。更に乳児が使いやす

いように、かつ保育者が保育をしやすいよ

うに検討してトイレ環境の改修を行った保

育所を対象にピンポイント的に調査し、子

どもがひとりでトイレに座れるようになる

時期の変化を改修前後で比較した。これら

の結果からトイレ環境のあり方が子どもの

発達に影響を与えている可能性があること

について論じた。 

共同研究者 村上八千世 

31、赤ちゃんとのふれあい授業に

おける学生ファシリテーターと

しての学びについて 

単著 平成 30 年 5

月 

日本保育学会 

第 71 回大会論

文集 ｐ507 

（全体概要） 

保育実習前に「赤ちゃん親子と中学生との

ふれあい授業」を経験することは、保育学

生にとって「乳児保育」・「対人援助技術」

を知る良い機会であった。さらに体験して

いない学生との比較では、ふれあい授業に

ファシリテーターとして参加することの多

大な影響、効果、とくに親準備性を身につ

けることの重要性が示唆された。 

27.乳幼児への咀嚼力育成と保育

者の意識の関係について 

 

共著 平成 28 年 3

月 
東京成徳短期

大学紀要論文

49 号 
 

（全体概要） 

前回 2008 年調査との比較も含めながら、全

国 642 園の保育園の保育者を対象にアンケ

ート調査を実施し、乳幼児期や幼児食摂取

時期に、離乳食援助や咀嚼力育成のために

保育園が親子に対して行っている援助やそ

の効果について論じた。 
共同研究者 小泉左江子 小林佳美 
 

28．赤ちゃんとのふれあい授業に

よる親性準備教育の有効性につ

いて 

 

共著 平成 28 年 5

月 

日本保育学会 

第 69 回大会論

文集 

（全体概要） 

本調査は、都内中学 3 年生 90人初めての

赤ちゃんとのふれあい授業の事前・事後に、

赤ちゃんに対するイメージアンケート調査

を実施した。 

中学生が実際に赤ちゃんやその母親とふれ

あい、育児を模擬体験する学習に基づき中

学生の意識がどのように変容するのか、親

性準備教育としての有効性について、その

特徴を論じた。 

共同研究者 小泉左江子 小林佳美 
中舘慈子 岩久由香  

29．保育士養成校において 

在宅保育論を学ぶ意義 

 ～「保育士+認定ベビーシッタ

ー」資格取得者に関して～ 

共著 平成 28 年 5

月 

日本保育学会 

第 69 回大会論

文集 

（全体概要） 

在宅保育に関する科目を学んだ意義及び上

記の資格を取得した人材の活用については

現在十分に検討されていない。養成校の学

生が「在宅保育論」を学ぶことが保育現場

で果たす意義や効果について考察する。 
さらに、「認定ベビーシッター」の資格を活

用する方法について自治体へのヒアリング

を実施した結果を踏まえ在宅保育のもつ

様々な可能性検証・周知していく必要性に

ついて論じた。 
共同研究者 中舘慈子 高辻千恵   
岩久由香 小泉左江子 
 



32．保育者養成課程のカリキュラ

ム史」研究プロジェクト 

共著 平成 30年 1月 

 

保育教諭養成

課程研究第 4 号 

 

（全体概要） 

「保育者の養成課程」の視点から、これま

での幼稚園教員養成課程と保育士（旧保母

含む）養成課程の戦後以降のカリキュラム

の内容の変遷を整理。幼稚園教諭教員養成

の歴史・幼稚園教育要領の改訂内容と改訂

のポイント およびその意図・保育士養成課

程の歴史・保育所保育指針の改定内容と改

定のポイント およびその意図等である。そ

の成果を共有できる方法や幼保一元に向か

いつつある時流に よりフィットした保育

者養成への活路を見出す内容について論じ

た。 

共同研究者：伊藤理絵、大佐古紀雄、小野

順子、村井尚子、山下佳香 

33 中学生を対象とした「赤ちゃん

ふれあい授業」の効果に関する検

討 

共著 令和元年 5

月 

日本保育学会 

第 72 回大会論

文集  

 

（全体概要） 

将来父親、母親となる可能性を持つ中学生

を対象とした「赤ちゃんふれあい授業」を

行うことは、兄弟姉妹の少ない生徒には、

より自己を肯定的に受けとめることに有意

であること。子どもを心豊かに「ケア」す

るマインドを高める有意差が認められた。 

事前事後学習を含めて、5 時間程度であって

も 1 回の赤ちゃんとのふれあい授業により

赤ちゃんに対する意識や保育マインドは芽

生えてきていると論じた。共同研究者 中

舘慈子 岩久由香 富山大士 

34．乳児保育の課題Ⅴ「実践記録

の活用と研究方法の試案」―ポート

フォリオの活用より－乳児保育部会 

共著 令和元年６
月 
 

保育教諭養成課
程研究大会論文
集 

（全体概要） 

乳児保育においても、子ども理解に基づいた

評価が必須であり、そのための記録は、子ども

の成長発達の根拠となり、質の担保、向上に

欠かせない。観察を通した記録は、保育にお

いて子どもの発達や学びについて包括的にプ

ロセスをアセスメントすることでもあり、構成要素

は３点が重要であることを論じた 共同研究者

矢野景子 細井香 野尻裕子 石丸るみ 上

垣内伸子 本田由衣 八代陽子 山梨有子  

宮里暁美 大方美香 

35.乳児保育の課題Ⅻ「0 歳児保育

室のあそび環境に関する現状分

析」 

―その１：担当保育者による保育

室の自己評価より― 

共著 令和元年６
月 
 

保育教諭養成

課程研究大会

論文集 

（全体概要） 

0 歳児の保育室のあそぶ空間やもの、乳児保

育の視点について 548 名調査。乳児保育の視

点 3 項目はポイントが高い傾向がみられ保育

者は限られた空間を個々に応じて設定するこ

との難しさを感じていると事が明らかになった。 

共同研究者 野尻裕子 矢野景子 細井香  

石丸るみ 上垣内伸子 本田由衣 八代陽子 

山梨有子 宮里暁美 大方美香 

36.乳児保育の課題Ⅻ「0歳児保育

室のあそび環境に関する現状分

析」 

―その２：保育者の経験年数との

関係― 

共著 令和元年６
月 
 

保育教諭養成

課程研究大会

論文集 

（全体概要） 

0歳児の保育室の環境20項目について自己

評価得点をみると、経験年数が長くなるほ

ど高くなる傾向。特に「あそび環境」傾向

有、3年未満と、3年以上7年未満の間で、得

点の差が大。保育経験が3年未満の保育者

は、保育室の環境に対する自己評価が低く、

経験年数3年以上になると高くなる傾向が

みられた。 

共同研究者細井香 野尻裕子 矢野景子   

石丸るみ 上垣内伸子 本田由衣 八代陽

子 山梨有子 宮里暁美 大方美香 



37.保育マインド」の育成に関す

る研究～「赤ちゃんとのふれあい

授業」を通して～ 

 

共著 令和元年 9

月 

養成校協議会

報告集 

2018 年度保育

サービス振

興基金 AMINO

基金助成 

 

（全体概要） 

保育マインド育成と中学生による「赤ちゃ

んとのふれあい授業」との関係をビデオ調

査アンケート調査により分析し、その効果

が数値化した。「赤ちゃんふれあい授業」を

中学生対象に行うことは、親性準備性に効

果のあることを論じた。事前アンケートで

は抵抗のあった生徒も事後アンケートでは

6 割の生徒に乳児理解の深まる傾向が見ら

れた。兄弟姉妹の少ない生徒には、より自

己を肯定的に受けとめることに有意である

ことや、子どもを心豊かに養護ケアするマ

インドを高める有意差が認められた。これ

らは乳幼児理解につながることの意義を論

じた。共同研究者：中館慈子、岩久由香、

小泉左江子、田中規子 

 

38．乳児保育の課題Ⅸ 「実践記

録の活用と研究方法の試案」 

～モノを「みる」姿に着目して～ 

 

共著 令和 2年2月 お茶の水女子

大学こどもフ

ォーラム 

 

（全体概要） 

0 歳児Ｄ児のモノを見る姿に保育者が着目

し、モノと関わる姿の中に、その子どもの

アプローチを見出し、価値あるものとして

注目し、その意味を保育者が言葉にしてい

く営みが子どもの「探索」を支えていると

思われることを論じた。 

共同研究者 宮里暁美 細井香 野尻裕子 

矢野景子 石丸るみ 上垣内伸子 本田由

衣 八代陽子 山梨有子  大方美香 

39.不適切保育を防ぐための取り

組み －基礎自治体の対応と保

育者への啓発－ 

共著 令和 3年3月 東京成徳短期

大学紀要第54

号（pp29-44） 

（全体概要） 

本稿では、保育者による「暴行」「傷害」「わ

いせつ」「暴言」等を「不適切保育」として

定義し、不適切保育の予防、対応に関連す

る法制度の検討から基礎自治体が適切な行

政権限を行使し、保育施設運営事業者が適

切な職場環境を整えることにより、各園の

風通しが良くなり子どもにも保育者にも良

い環境に変えることにつながる事や基礎自

治体と運営事業者との関係を適切な緊張感

のあるものにすることこそ、不適切保育を

防ぐための基本的な対策である事を論じ

た。共同調査のため担当箇所抽出不明（共

著者 寺田清美 和泉徹彦） 

40. 0 歳児実践記録活用の一考察 

 

共著 令和 3年5月 日本保育学会 

第 74 回大会論

文集  

 

（全体概要） 

0 歳児、中でも月齢の低い時期は、保育者との

関わりが強く見られるが、やがて「もの」との関

わりが増えていく。その「もの」との関わりは、あ

らかじめ保育者が配慮した環境「場」の設定や

保育者の言葉がけや関わりは、0 歳児が自ら

身近なものに興味を持ち人に関わろうとする芽

生えに大きな効果のあることが実践記録を継

続していくことにより明確化されたことを論じ

た。共同研究者中西千賀子 

41.0 歳児、1 歳児、2 歳児の“ス

ゴーイ”からの気づき ～ “じー

っと見つめる”ことから ～ 

共著 令和 3年5月 日本保育学会 

第 74 回大会論

文集  

シンポジスト指

定討論者として

登壇 

 

（全体概要） 

子どものモノとのかかわり方に着目すると、一

つのモノともさまざまな関わりがあり、さらにハイ

ハイや歩行の獲得と共に、モノとの出会う範囲

が広がっていく、また、保育者は、子どものもモ

ノとのかかわりを、時間の流れとかかわりの変

化、状況、他児との関係、表情といったことから

子どもを捉え、保育者は、子どもの姿から「探

索」「あこがれ」「夢中」を見出していた。保育者

は子どもが探索する姿を共感的に見守り記録

している。モノと集中して関わる姿を見守り細か

な動きを見逃さず、共に過ごし支える保育者の



援助が重要であることを論じた。 

岡本紀子 神川康子  山口奈津子 折笠明日

香 橋場和子 山本宏美 乙部貴幸 

42, 「一人一人が豊かに育つ

乳児保育の在り方」 （１）〜モ

ノに着目して〜 

共著 令和 4年3月 お茶の水女子

大学こどもフ

ォーラム 

 

（全体概要） 

乳幼児期は、身近な人やものと関わり様々なこ

とを感じ取る経験を重ねる中で、幼児一人一

人の中に学びへ向かう力が育っていく。この大

切な育ちの始まりは０歳児の保育の中にあるの

ではないか、と考えた。保育所保育指針には、

乳児保育に関わるねらい及び内容として「身近

な環境に自分から関わろうとする」体験、探索

活動が大切だとされている。実際の保育の場

で乳児とモノがどのように出会い関わっている

のかということについて、具体的な姿を通して

検討した内容を論じた。共同研究者宮里暁美 

細井香 野尻裕子 矢野景子 石丸るみ 

上垣内伸子 本田由衣 八代陽子 山梨有

子 大方美香 

43．0 歳児保育室のあそび環

境に関する現状と課題 ̶ 0
歳児担当保育士の自己評価

を中心に ̶ 
 
 

共著 令和 4年3月 保育者養成

教育研究」

第６号論文  

（全体概要） 

0 歳児の保育室のあそぶ空間やもの、乳児保

育の視点について調査を実施した。乳児保育

の経験年数 3 年未満と 3 年以上では保育にお

ける認知度・子どもの味方等に大きな違がある

傾向がみられ保育者は限られた空間を個々に

応じて設定することの難しさを感じていると事

が自己評価の結果から明らかになった。 

共同研究者 細井香 野尻裕子 矢野景子 

石丸るみ 上垣内伸子 本田由衣 八代陽

子 山梨有子 宮里暁美 大方美香 

 


	⑥　改訂　乳児保育の基本

